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Tattoo, Linked by Fate
Body Modification in Japanese Youth Subculture
Tattoo as a youth subculture has mainly been discussed by sociologists, but 
also by the areas of anthropology and folklore. The aim of this article is to make 
ethnography of young Japanese men who have got tattoos. 
In some recent studies, it has been theorized that young tattooed Japanese 
men is considered as consumption or an expression of self-satisfaction. In addition, 
to have a tattoo is normally thought of as a negative personal characteristic in the 
Japanese society.
However, this article shows that the tattoos have various meanings linked to 
beliefs, memories, stories and affiliations; and they also build strong relationships 
among their carriers. We can say they are making their own ‘world,’ in which they 
share experiences and history through their tattoos. This fits into the framework of 
Anthony Giddens. This article argues that the carriers of tattoos overcome difficul-
ties by using their camraderie. 
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1. 種族あるいは男女の表徴 2. 階級の表徴   　　3. 勇者の表徴
4. 婚期を示す女子の表徴 5. 宗教的な理由   　　6. 装飾・化粧























































調査は 2010 年 11 月から 2011 年 3 月にかけて、千葉市内にある服飾・雑貨を販売する店舗‘FIVE’
で働く店員（4 名、すべて男性）を対象としておこなった。なお、この稿に登場する固有名称な
どは、一部、論の展開の必要上やむを得ない箇所を除いて、すべて仮称を用いている。また、年



































名前 年齢 職位 出身 既／未婚 学歴 居住形態 父親の職業
健吾 26 社長 千葉市 未婚 高卒 一人暮らし 不明
達也 24 副社長 四街道市 既婚 高卒 妻の両親と同居 職人
孝一 21 アルバイト 千葉市 未婚 高卒 親と同居 会社員














番号 身体の場所 スミのモチーフ（「」表記は文字） 時期（年齢） 備考
① 左胸 「熊」 2007/12/25 （18 歳） ＇FIVE＇ で働き始めた年。
② 右肩 不動明王 不明（7）
③ 右腕 「trust and guts」 不明 映画「SCARFACE」（1983 年公開）からの引用。
④ 背中 星 不明 彫師見習い女性の練習として。
⑤ 両手の甲 「生」、「粋」 不明
⑥ 右目の下 （模様？） 不明
貴志
番号 身体の場所 スミのモチーフ（「」表記は文字） 時期 （年齢） 備考
① 左腕手首 「Hood rock」 2010/12 （19 歳）
② 左腕 「14world」 同上 国道 14 号線を指す。
③ 右腕 「5」、「（活動名）」（8） 同上 「5」は達也、健吾と共通。
達也
番号 身体の場所 スミのモチーフ（「」表記は文字） 時期（年齢） 備考
① 胸 「coward person」 不明
② 右腕 「orehaorerasiku」 2010/12 （24 歳） 「俺は俺らしく」。
③ 左腕 「life is same as resistance」 不明
④ 左腕裏側 不明 2008 （22 歳） 詳細不明。
⑤ 左手 「5」 不明 貴志、健吾と共通。
⑥ 右手 「N14」 不明 クルー名、健吾と共通。
⑦ 右足脹脛 ジョーカー 2010/12 （24 歳）
健吾
番号 身体の場所 スミのモチーフ（「」表記は文字） 時期（年齢） 備考
① 右足 アインシュタイン 不明
② 左腕 「5」 不明 貴志、達也と共通。
③ 左上腕 「（名前）」（9） 2010/12 （26 歳）
④ 右腕 「N14」 不明 クルー名、達也と共通。
⑤ 右上腕 バラの花 不明
⑥ 胸 「respect for my parents」 不明






















写真 3	 貴 志： 左 手 首 の タ ト ゥ ー
「HOOD	ROCK」2012 年 2 月千
葉市内で筆者撮影
写真 4	 貴志：左手首に入れたタトゥー「14World」



















は、ここ（店の前の通り）が国道 14 号線ってことだからです［貴志 2011.1.6］。




































































































（4） 刺青への法的規制は、1948 年（昭和 23 年）の新軽犯罪法の公布によって解かれた。2011 年 3
月現在、刺青に対する法的規制は存在しないが、各都道府県・自治体の青少年保護育成条例等
によって、未成年者に刺青を施す行為が禁止されている地域がある。
（5） 本論文は都市生活者の日常を描く都市民俗学や都市人類学の範疇にある。森栗茂一は、意識的
に実態的に都市を出自とする人々の出現のなかで、リアリティのある都市の日常にこそ目を向
けるべきだと主張している［森栗 1993］。
（6） ここで示した料金は、インフォーマントたちが依頼している彫師が施術する場合の平均的な金
額である。
（7） 表中「不明」の表記は、聞き取りにおいて「忘れた」、「わからない」などの回答を得たものである。
（8） 個人が特定されてしまうことを避ける理由から、記載を避ける。
（9） 同上。
（10）不動明王は詳しい起源は不詳であるが、『大日経』では大日如来の使者として描かれている。火
焔は衆生の煩悩を焼き尽くすため、平らな盤石の上にあるのは衆生の重障を鎮めるため、など
の意味が付与されている［大島・薗田・圭室・山本編 2001］が、「善悪を区別する」という解釈
は誤りであろう。
（11） 近年では、「カバー・アップ」と呼ばれる、タトゥーを除去する外科手術もおこわれているが、
多くの場合、傷痕を完全に消すことは困難である。
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